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平成２３年２月１６日 

議 長  

今 村 洋 一 様 

 

議会基本条例検討委員会 

委員長 加 藤 仁 司 

 

議会基本条例検討委員会の検討結果について（報告） 

 平成２１年６月３０日開催の代表者会議において設置が決定した標記検討委員会について

は、「議会基本条例に関する調査・研究及び本市議会における条例制定の是非について検討す

る」とした設置目的を踏まえ、検討事項の調査・研究を進めたところ、次のような結果とな

りましたので報告いたします。 

 

１ 検討事項に係る検討結果 

(1) 既に制定されている議会基本条例の調査研究 

ア 制定に至るまでの経緯・手法 

地方分権の進展や住民の行政への関心が増加している今日において、従来の議会運

営手法では対応できない状況が発生する場合もあり、地方議会制度の制度的疲弊が指

摘されている。 

   そのような中、地方自治体の議会では、議会活性化を目指した議会改革を実行し、

様々な新しい試みがなされている。議会基本条例は、議会改革から生まれた新たな取

組みを条例として明文化することで、地方議会の役割、住民との関係などを明確にす

るとともに、こうした改革が風化、後退することなくさらに発展することを目的とし

て、現在では１００を超える自治体の議会で制定されている。 

議会基本条例は、議会運営を中心として制定された従来の条例や規則だけでなく、

市民参加の推進や情報公開（開かれた議会）を目指した条文が設けられている例が多

く、条例作成の段階から市民参加などの手法が採られるケースもある。 

また、地方自治は議会と行政が両輪となり運営していくことから、その趣旨を法体

系に反映させるためにも、議会基本条例が制定される際には、その内容や制定時期に

ついて、行政側の作成する自治基本条例との調和を考慮しているケースもある。 

 

イ 内容や条文等の比較 

議会基本条例は、各自治体によりその性質は様々であるが、一般的には次の４種類

の要素が含まれている。 
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・理念や目標等を宣言し、議会基本法としての要素 

    ・議会改革を目的とした議会運営の拡張的要素 

    ・既存の条例・規則を束ねる総則的要素 

    ・開かれた議会の実現等の住民参加的要素 

    各自治体の条文の比較については、別添「各自治体 議会基本条例の構成比較表」

を参照されたい。 

 

ウ 条例制定に係る効果の検証 

国内で初の議会基本条例が、平成１８年に北海道栗山町において制定され、以後、

各自治体の議会でも条例の検討、制定等の取組みが見られる一方、全体的にはまだ実

績が少なく、課題として整理ができていない状況も伺えるが、主に次のような事例が

報告されている。 

【効果的な運用例】 

・市民と直接質疑応答や意見交換を行うため、議員自身の資質向上につながった。 

・本条例制定を契機に議会改革についての議論が、議会内において活発に行われる

ようになった。 

・条例制定以前にも、議会報告会の実施など、条例で想定される取組みを実績とし

て重ねたことにより、条例制定後もスムーズな運用が図られた。 

【課題等の表面化】 

・議会報告会や市民との意見交換会等を実際に開催するにあたり、細部まで検討が

されていなかったため、実際の運営等において、議会内で意見の食い違いが顕在

化した。 

・調査活動の活性化のために確保された専門的知見に係わる予算等が未だ執行され

ていないなど、条例に規定された内容が実行されていない。 

・本条例の内容を決定する際、市民の意見を聴取するため、集会を開催したところ、

本来の主旨とは違う首長の対応について等の議論に終始した。 

 

 (2) 本市議会における条例制定の是非 

条例制定の是非を検討する必要はあるが、先ずは、課題に対する取組みを検討し実行

することから始め、条例制定の是非は、来期に継続して検討すべきとの結論を得た。 

なお、当該結論に至った主な理由は次のとおりである。 

(1)の調査研究や流山市議会への視察（詳細は別添「議会基本条例検討員会 流山市

視察について」を参照）から、議員の資質向上、議会内における議論の活発化など、先

進市での条例制定による一定の効果は見られる。 
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しかし、議会とは何か、執行部との関係はどうあるべきか、市民は議会に対して何を

望んでいるか等、基本的な部分について充分な議論を尽くさないまま、新たな議会運営

のルールとして市長等への反問権の付与、議員間の自由討論の推進や、開かれた議会や

住民参加の実現のため、住民に対する議会報告会の開催等について規定をしても、果た

して効果的に機能するのか疑問が残るところである。 

よって、すぐに条例を制定しなくても議会報告会などは実施できるものであり、個別

にできることの実践を積み重ね、議会の在り方を検証することから始めるべきである。 

 

２ 今後の進め方 

１(2)で述べたように、議会における基本的な部分について充分な議論を尽くすことが

必要である。本委員会では、検討事項の調査・研究の過程において、市民の議会に対す

る率直な意見を把握し、今後、議会が取り組むべき課題等を明らかにするため、市内在

住の３，０００名を対象とするアンケートを平成２２年６月に実施した（詳細は別添「市

議会に関するアンケート結果」を参照）。 

このアンケート結果から読み取れる課題等の抽出の過程では、市議会への関心度に着

目し、市民が議会を身近に感じられるように、特に、議会活動に関わるものについて、

課題の解決に向けて検討が考えられる解決策例を挙げた（詳細は別添「市議会に関する

アンケート結果の検証等について」を参照）。 

今後、これら課題に対する取組みの検討とその実践の積み重ねを通して、議会の在り

方を検証するとともに、条例制定の是非等も含めて、条例化の議論を深めていく必要が

あるものと考える。 

 

３ 添付資料 

  ・議会基本条例検討委員会名簿 

  ・議会基本条例検討委員会の検討経過等について 

  ・各自治体 議会基本条例の構成比較表 

・議会基本条例検討員会 流山市視察について 

・市議会に関するアンケート結果（最終版） 

・市議会に関するアンケート結果の検証等について 



議会基本条例検討委員会名簿 

 

                     平成２１年７月１６日 

会 派 名 等 氏       名 

議 長 志  澤     清 

副 議 長  井  原  義  雄 

公 明 党 今  村  洋  一 

日 本 共 産 党 原  田  敏  司 

新 生 ク ラ ブ 俵  鋼  太  郎 

グループ創和 ○ 大  村     学 

相  澤     博 

◎ 加  藤  仁  司 
フ ォ ー ラ ム 

小 田 原 

武  松     忠 

緑 の 風 檜  山  智  子 

 



議会基本条例検討委員会名簿 

 

                     平成２２年６月１０日 

会 派 名 等 氏       名 

議 長 今  村  洋  一 

副 議 長  三 廻 部  周  雄 

公 明 党 奥  山   孝 二 郎 

日 本 共 産 党 原  田  敏  司 

新 生 ク ラ ブ 俵  鋼  太  郎 

グループ創和 ○ 大  村     学 

フ ォ ー ラ ム 

小 田 原 
細  田  常  夫 

緑 の 風 檜  山  智  子 

至 誠 ◎ 加  藤  仁  司 

 



議会基本条例検討委員会の検討経過等について  

 

１ 設置目的  

議会基本条例に関する調査・研究及び本市議会における条例制定の是非につ  

  いて検討することを目的とする。  

 

２ 検討事項  

(1) 既に制定されている議会基本条例の調査研究  

ア 内容や条文等の比較  

  イ 制定に至るまでの経緯・手法  

  ウ 制定後の効果の検証  

 (2) 本市議会における制定の是非  

 

３ 検討期間  

調査研究の終了まで  

 

４ 委員構成  

議長、副議長及び各会派から選出された８名の委員  

※会派構成の変更に伴い、平成 22 年６月 10 日より７名の委員  

 

５ 主な検討項目  

（平成 21 年８月 10 日から平成 23 年１月 12 日まで 14 回開催）  

(1) 総務常任委員会、議会運営委員会の行政視察による先進地市議会の議会基本 

条例に関する視察結果報告 

 (2) 委員間の主な意見交換等  

  ア 策定の前段階において、市民の意見を聴取する方法について 

  イ 市民から見た議会や議員のイメージと実際の姿の違いについて 



  ウ 議会基本条例と市民参加（議会報告会や住民説明会）の在り方について 

(3) 自治基本条例オープンスクエアへの議員の参加についての協議 

(4) 流山市議会視察の項目の協議 

(5) 議会ホームページへの掲載記事の追加について 

(6) 市民に対するアンケートについて 

(7) 市議会に関するアンケート結果について 

(8) 市議会に関するアンケート結果報告会の運営等について 

(9) 市議会に関するアンケート結果報告会の反省点等について 

(10) 市議会に関するアンケート結果の検証等について 

 

６ 主な実施項目  

(1) 流山市議会への視察（平成 22 年１月 17 日） 

  自治基本条例と議会基本条例が同時に制定された流山市を８名の委員が視察

し、議会基本条例に携わった２名の議員の説明のもと、条例制定の過程や制定

後の課題などを伺った。 

(2) 自治基本条例検討委員会との懇談会の開催（平成 22 年１月 20 日、２月 24 日） 

  自治基本条例検討委員と議会基本条例検討委員が、一堂に会し、自治基本条

例の進め方や市民と議会との関わりなどについて意見交換を行った。 

(3) 自治基本条例オープンスクエアへの参加（平成 22 年２月１日） 

  ８名の議員が自治基本条例オープンスクエアに参加し、「市民と議会」をテー

マに日ごろの議会に対する思いなどについて、意見交換を行った。 

(4) 市議会に関するアンケートの実施（平成 22 年６月 15 日～６月 30 日） 

  市民が議会に対して、どのように考え、何を望んでいるか等を把握するとと

もに、議会基本条例検討委員会及び議会広報委員会での調査研究に資するため、

市内在住の 18 歳以上の男女 3,000 人を無作為抽出し、郵送によるアンケートの

配布、回収を行った。その後、議会基本条例検討委員を中心に議員が役割分担

をしながら集計作業等を行い、調査結果として９月１日に速報版、９月３０日



に最終版を公表した。 

(5) 市議会に関するアンケート結果報告会の実施（平成 22 年 11 月７日） 

  市議会に対する市民の意見等を把握するため実施した、市議会に関するアン

ケート結果報告会を、生涯学習センターけやきで開催し、30 名の参加者のもと、

議会基本条例検討委員の運営により、アンケート結果の報告及び出席者との質

疑応答、意見交換を行った。 

 

 

７ 委員会等開催状況  

回 期 日 主 な 内 容 

１ 

平成 21 年 8 月 10 日（月） ・委員長・副委員長の互選について 

・名称について 

・今後の進め方について 

２ 
平成 21 年 9 月 17 日（木） ・今後の進め方について 

・次回の開催日について 

３ 

平成 21 年 10 月 13 日（火） ・議会改革検討委員会との調整結果について 

・議会運営委員による視察報告について 

・議会ホームページへの掲載記事（案）につい

て  

・次回以降の開催日について 

４ 
平成 21 年 11 月 17 日（火） ・意見交換（フリートーク） 

・議会ホームページへの掲載記事について 

５ 

平成 21 年 12 月 17 日（木） ・自治基本条例オープンスクエアへの議員の参

加について  

・自治基本条例検討委員会委員と議会基本条例

検討委員会委員との意見交換について  

・流山市議会視察の項目について  

・今後のスケジュールについて  

・意見交換（フリートーク） 

 
平成 22 年 1 月 20 日（水） 自治基本条例検討委員会と議会基本条例検討

委員会との懇談会 

 
平成 22 年 2 月 24 日（水） 自治基本条例検討委員会と議会基本条例検討

委員会との懇談会 



回 期 日 主 な 内 容 

６ 

平成 22 年 3 月 18 日（木） ・議会ホームページへの掲載記事の追加（案）

について  

・意見交換（フリートーク） 

７ 
平成 22 年 5 月 12 日（水） ・市民に対するアンケートについて  

・意見交換（フリートーク） 

８ 

平成 22 年 6 月 25 日（金） 

 

 

 

・委員長の互選について  

・座席の指定について  

・市議会に関するアンケートの集計作業のスケ

ジュールについて 

 平成 22 年 7 月 5 日（月） 市議会に関するアンケートの集計作業 

9 

平成 22 年 8 月 17 日（火） ・市議会に関するアンケートの集計結果につい

て  

・今後のスケジュールについて  

・意見交換（フリートーク） 

10 

平成 22 年 9 月 17 日（金） ・市議会に関するアンケート結果（最終版）に

ついて  

・今後のスケジュールについて  

・意見交換（フリートーク） 

 平成 22 年 10 月 1 日（金） 懇談会（意見交換） 

11 
平成 22 年 11 月 4 日（木） ・市議会に関するアンケート結果報告会の運営

等について 

 平成 22 年 11 月 7 日（日） 市議会に関するアンケート結果報告会 

12 

平成 22 年 11 月 8 日（月） ・市議会に関するアンケート結果報告会の反省

点等について  

・市議会に関するアンケート結果の検証等につ

いて  

13 
平成 22 年 12 月 2 日（木） ・市議会に関するアンケート結果の検証等につ

いて 

14 
平成 23 年 1 月 12 日（水） ・議会基本条例検討委員会の検討結果（案）に

ついて 

 

   

 

 



平成21年10月現在

栗山町
（北海道）

流山市
（千葉県）

会津若松市
（福島県）

伊賀市
（三重県）

川崎市
（神奈川県）

湯河原町
（神奈川県）

神奈川県

一問一答方式の導入

第５条 第１１条第３項 第８条（1） 第１１条第３項 第１４条

閉会中に議員が首長に
対し、文書により質問す
る制度 第８条（3）

首長等が政策提案をす
る場合に、詳細かつ具
体的な説明を行うこと 第６条 第１４条 第９条 第７条 第５条第２項

市長等の反問権の付
与

第５条第２項 第１１条第３項 第９条 第８条（2）

第１１条第２項
（議員の質疑または質
問の趣旨を確認する
ための発言）

第１６条

議決事件に総合計画、
都市計画マスタープラ
ン等を追加（地方自治
法96条第２項関係）

第８条 第１３条 第８条 第６条

予算及び決算における
政策説明

第７条 第１５条 第１０条 第７条第２項 第１５条

予算編成における議会
の政策提案の趣旨の
尊重 第１２条（議会費） 第７条第３項 第１５条第２項

議員相互間の自由討
論の推進

第９条
第３条（４）
第１６条

第３条
第１２条

第１１条 第９条 第７条 第９条

請願・陳情における提
案者の意見陳述制度
の導入 第４条第４項 第１１条第３項

住民、住民団体、ＮＰＯ
団体等との意見交換の
場 第４条第５項

議員及び住民が自由に
情報及び意見を交換す
る一般会議の開催

第４条第２項
第１１条第２項

第５条第４項 第１１条第２項
（条例の定めが必要）

議案に対する各議員の
賛否の公開

第４条第６項 第１８条

全議員の出席による住
民に対する議会報告会
の開催 第４条第７項 第１０条 第７条 第１２条第２項

議員による学校等への
「出前講座」の実施 第１３条第３項

（委員会が実施）
第５条第６項

会議の原則公開、傍聴
の充実

第２条第３項 第３条第２項 第６条第２項 第１４条 第３条第３項 第１１条

政務調査費の使途基
準の明確化及び情報
公開の推進 第１０条 第１８条 第２０条 第１４条

議員の使命や役割、議
員活動の明確化

第３条 第４条
第３条

第４条 第４条 第４条
第３条
第４条

議会の役割や会派等
の定義の明確化

第２条
※会派の定義な
し

第３条
第５条（会派）
第６条～７条

第２条
第４条（会派）

第３条
第５条（会派）

第３条
第５条（会派）

第２条
第８条（会派）

第５条（会派）
第８条

議員の資質向上や政
治倫理に関する規定

第１４条
第１８条
第２０条

第１９条
第２４条

第１９条
第１５条
第１９条

第４条第２項
第４条第４項
第１３条

第６条

議会事務局の定義や
役割

第１３条 第２０条 第１８条 第１６条 第１７条 第１２条 第１０条第５項

議会広報の充実

第１５条 第２２条 第１８条 第１３条

最高規範であることを
明記（他の条例・規則と
の序列の明確化） 第１９条 第２条 第２２条 第２条 第１５条 第１７条

社会情勢や住民の意
見を踏まえた議会基本
条例の見直し 第２１条 第２７条 第２２条 第２３条 第２０条 第１５条第２項 第１８条

用
語
の
定
義
等

そ
の
他

各自治体　議会基本条例の構成比較表

議
会
運
営

住
民
参
加

開
か
れ
た
議
会



議会基本条例検討員会 流山市視察について 

 

１ 日程及び目的 

(1) 視察地   千葉県流山市 

(2) 視察日時  平成２２年１月２７日（火） 午後１時１５分～午後３時 

(3) 視察目的  議会基本条例に関する調査・研究 

(4) 参加者   委員８名 

(5) 説明者   流山市議会議員２名及び流山市議会事務局職員 

 

２ 流山市議会基本条例の概要 

(1) 全国の議会基本条例制定状況について 

議会基本条例は平成２２年１月現在、８４の自治体が制定しているとのデータがある

が、流山市議会基本条例は自治基本条例と同日の平成２１年３月２４日に制定した。 

自治基本条例と同日に制定した例としては、全国で４番目である。 

(2) 議会基本条例と自治基本条例の同時施行について 

二元代表制のもと、議事機関と執行機関が切磋琢磨し、流山市のまちづくりを行うた

め、新たなスタート地点に同時に立つこととした。 

自治基本条例は議会基本条例に先立ち１年前から検討を始めており、議会基本条例の

検討期間が１年しかないことから、期限を定めることに反対の意見もあったが、執行部

との均衡から同時制定が望ましいとの意見が大勢を占め、同時施行することとなった。 

(3) 議会基本条例の意義について 

    議会が議会改革に取り組むことは、当然のことであり、流山市議会においても、議場

を対面式に改善したことや、インターネット中継を開始するなど、様々なことに取り組

んで来た。しかし、議会とは何か、執行部との関係はどうあるべきか等、基本的な部分

について充分な議論を尽くしてはいなかった。議会基本条例の意義は議会の基本的な在

り方を明確にするところにある。 

(4) 議会基本条例の構成について 

流山市議会基本条例には３つの大きな目標がある。それは「市民に開かれた議会」、

「議員同士が討論する議会」、「自らが行動し執行機関と切磋琢磨する議会」である。 

(5) 流山市議会基本条例の特徴について 

    ・策定段階において、シンポジウムや市民報告会を実施して、市民の意見を反映させ

たこと。 

     ・地方自治法に規定される「専門的知見」を初期段階から活用し、早稲田大学マニフ

ェスト研究所と提携したこと。 

・特別委員会を設置し、会議の公開はもとより、原則、会議終了後、２週間以内に会

議録をホームページに掲載するなど、積極的な情報公開に努めたこと。 

   ・条例の前文について憲法を参考としたが、各会派が盛り込むべき内容について意見

を出し合い文章化したこと。 

















































【
全
体
的
な
考
察
】

●
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
か

ら
読

み
取

れ
る

ポ
イ

ン
ト

　
・

市
議

会
へ

の
関

心
は

約
７

０
％

の
方

が
持

っ
て

い
る
。

（
問

３
）

　
・

一
方

で
、

約
７

７
％

の
方

が
会

議
を

見
て

い
な

い
。

（
問

４
）

●
本

市
議

会
に

お
け

る
課

題

　
・

市
議

会
に

関
心

は
あ

る
が

、
接

し
方

が
分

か
ら

な
い

と
い

う
の

が
市

民
の

本
音

で
は

な
い

か
。

　
・

市
民

の
目

を
市

議
会
に

向
か

せ
る

工
夫

が
求

め
ら

れ
る
。

　
・

議
員

個
人
と

し
て

は
当

た
り

前
で

あ
る

が
、

市
議

会
と

し
て
市

民
に

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
必

要
性
。

　
・

議
員

の
活

動
が

見
え

て
い

な
い
感

が
受

け
取

れ
る

。

　
・

議
員

個
々

の
日

常
的

な
活

動
を

ア
ピ

ー
ル

す
る
努

力
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

【
課
題
に
対
す
る
解
決
策
】

（
１

）
議

会
活

動
に

関
わ

る
も

の

（
２

）
議

員
活

動
に

関
わ

る
も

の

　
　

　
●

議
員

個
人

の
弛

ま
ぬ

資
質

向
上

が
求

め
ら

れ
る
。

市
議

会
市

議
会

市
議

会
市

議
会

に ににに
関 関関関

す
る

す
る

す
る

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
ア

ン
ケ

ー
ト

ア
ン

ケ
ー

ト
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

結
果

結
果

結
果

の ののの
検

証
等

検
証

等
検

証
等

検
証

等
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て
に

つ
い

て

議
会

基
本

条
例
の

認
知

度
・
8
割
以
上
の
方
に
は
認
知
さ
れ
て
い
な

い
。

解
決
の

方
向

性
の

検
証

広
報

活
動

議
会

報
告

会
賛

否
の

公
表

・
周
知
に
つ
い
て

（
１

）
　

議
会

活
動

市
議

会
が

身
近

に
感

じ
ら

れ
て

い
な

い
。

（
２

）
　
議

員
活

動

意
見

の
反

映
状

況
・
特
に
、
政
策
提
言
を
行
う
、
意
見
・
要

望
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
、
相
談
相
手
と

な
る
、
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方
に
期
待

さ
れ
て
い
る
。

・
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
な
い
人
が
約

3
0
%
と
多
い
。

・
分
か
ら
な
い
と
い
う
意
見
も
約
4
5
%
と
多

い
。

・
市
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

・
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル

期
待

す
る

こ
と

・
市
議
会
だ
よ
り
の
充
実

・
市
議
会
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の

作
成

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

・
小
田
原
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
検
証

・
参
加
し
や
す
い
実
施
方
法
の
検
討

・
大
き
く
意
見
が
割
れ
る
な
ど
、
慎
重
な

案
件
の
取
扱
い

・
市
議
会
内
部
の
合
意
の
必
要
性

・
議
場
で
の
公
表
設
備
等
の
ハ
ー
ド
整
備

の
検
討

・
公
表
方
法
の
検
討

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
分

析

課
　

題

・
市
議
会
だ
よ
り
は
６
割
以
上
の
方
が
読

ん
で
い
る
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
知
ら
な
い
、
ま
た
は

見
た
こ
と
が
な
い
方
が
大
変
多
い
。

・
小
田
原
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
本
会
議

録
画
放
送
を
知
ら
な
い
、
ま
た
は
見
た
こ

と
が
な
い
方
が
大
変
多
い
。

・
半
数
以
上
の
方
が
、
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。

・
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
ほ
ど
、
参
加
意

思
は
高
く
な
い
。

・
半
数
以
上
の
方
が
、
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。

・
必
ず
公
表
す
る
必
要
は
な
い
等
の
意
見

も
あ
る
。

・
議
会
報
告
会
を
通
し
て
、
直
接
市
民
と

の
対
話
を
図
る
。

・
議
会
報
告
会
を
通
し
て
、
直
接
市
民
と

の
対
話
を
図
る
。

・
条
例
が
本
当
に
必
要
な
の
か
議
論
を
尽

く
し
、
合
意
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
検

討
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て

い
く
。

課
題
に

対
す

る
解

決
策

例

・
市
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
拡
充
（
頁
数
、

体
裁
等
）

・
市
議
会
だ
よ
り
以
外
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

印
刷
物
発
行

・
「
市
政
入
門
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
け
る
議
会
情

報
欄
の
拡
充

・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
の
新
た
な
広
報
媒

体
の
活
用

・
再
質
問
以
降
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映

・
議
会
広
報
委
員
会
で
の
検
討
、
実
施

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
会
の
試
行
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
実
施
す
る
。

・
テ
ー
マ
や
周
知
方
法
な
ど
、
運
営
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
代
表
者
会
議
等
で
検
討

し
、
合
意
形
成
を
図
る
。

・
代
表
者
会
議
等
で
検
討
を
重
ね
て
い

く
。


